
御嶽山の

●噴火警戒レベルとは、噴火時などに危険な範囲や必要な防災対応を、レベル１から５の５段階に区分したもの
です。

●各レベルには、火山の周辺住民、観光客、登山者等のとるべき防災行動が一目で分かるキーワードを設定して
います（レベル５は「避難」、レベル４は「高齢者等避難」、レベル３は「入山規制」、レベル２は「火口周
辺規制」、レベル１は「活火山であることに留意」）。

●対象となる火山が噴火警戒レベルのどの段階にあるかは、噴火警報等でお伝えします。

この地図は、国土地理院「地理院地図」を使用して作成しています。

■長野地方気象台　TEL：026-232-3773

　 https://www.data.jma.go.jp/nagano/

■岐阜地方気象台　TEL：058-271-4108

　 https://www.data.jma.go.jp/gifu/

https://www.jma.go.jp/

御嶽山 噴火警戒レベルに応じた防災対応（レベル２～３、想定火口：地獄谷火口）

（案）

●この図は地獄谷火口で噴火した場合の噴火警戒レベ
　ル２（火口周辺規制）及び３（入山規制）の規制範
　囲を示しています。
●レベル３は、火山活動の状況により規制範囲が変わ
　ります。
●居住地域まで影響が及ぶ場合にはレベル４（高齢者
　等避難）及び５（避難）となります。
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○レベル１においても、地元自治体により地獄谷火口
　付近の登山道　　の一部が立入規制されますので、
　最新情報をご確認ください。
○この図は地元自治体と協議して作成したものです。
　各レベルにおける具体的な規制範囲等については
　地域防災計画等で定められています。
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●噴火が発生し、大きな噴石や溶岩流や火砕流（積雪期に
　は融雪型火山泥流）が居住地域に到達、あるいはそのよ
　うな噴火が切迫している。

有史以降の事例なし

過去事例

●大きな噴石の飛散や火砕流が１kmを超える噴火が発生
　すると予想されるが、居住地域に重大な影響を与える
　噴火が発生する可能性はないと予想される。

●地震活動の高まりや地殻変動、火口周辺に降灰する程度
　のごく小規模な噴火の発生等により、火口から約１km以
　内に影響を及ぼす噴火の発生が予想される。

2007年３月後半：79-7火口でごく小規模な噴火が発生し、北東
　　　　　　　側200m範囲に降灰
2006年12月～2007年２月：山頂部直下でわずかな山体膨張及び火
　　　　　　　　　　 山性地震・微動の増加
1991年５月中旬：79-7火口でごく小規模な噴火が発生し、東側
　　　　　　　200m範囲に降灰
1991年４月～７月：火山性地震・微動の増加

●噴火が発生し、火口から約１km以内に大きな噴石が飛
　散する。

有史以降の事例なし

●火山活動は静穏、状況により火口内及び近傍に影響する
　程度の噴出の可能性あり。

●噴火活動の高まり、有感地震多発や顕著な地殻変動等に
　より、大きな噴石や溶岩流、火砕流（積雪期には融雪型
　火山泥流）が居住地域に到達するような噴火の発生が予
　想される。

有史以降の事例なし

注１）ここでいう「大きな噴石」とは、主として風の影響を受けずに弾道を描いて飛散するものとする。
注２）噴火警戒レベルは、火山ガスに関する規制とは異なる。
注３）過去事例は、2014年事例を踏まえて最新の科学的知見を反映した新たな「御嶽山の噴火警戒レベル判定基準」
　　　に基づく。

※このレベル表は地元市町村等と協議して作成したものです。各レベルにおける具体的な規制範囲等について
は地域防災計画等で定められています。

■最新の噴火警戒レベルは気象庁HPでもご覧になれます。 https://www.jma.go.jp/

御嶽山の噴火警戒レベル
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2014年９月：火山性地震が一時的に増加、低周波地震も発生
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